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　同窓生の輪を人的資源として有効に活用・共有し、ビジネスにおける問題
解決や自己の向上を目的とした実践的交流会です。同窓生皆さまのご参加を
心よりお待ちしています。

ビジネス交流会
　日時：2019年２月又は３月予定
　（※詳細は同窓会Facebookならび@LINEにて追って告知致しますのでご確認ください）

　場所：都内　　参加費：￥2,000円　＊学生無料
　対象：会社経営者、個人事業主及び起業を目指している同窓生
　　　　同窓生同士のビジネス的な繋がりを求めている方
　　　　就活のためのスキルアップを目指す学生

■お申込み方法
表題に「ビジネス交流会参加希望」と記し、「氏名」「学籍番号」「携帯番号」

「業種・会社名」を明記し、info@meikai.com までお申込みください
＊日時、場所の詳細は、明海大学浦安キャンパス同窓会ＨＰやオフィシャルＦＢでご確認ください

詳細・最新情報はこちらから
明海大学浦安キャンパス同窓会  公式Facebook
https://www.facebook.com/Meikai.dosokai

　会員の皆さまの情報を把握するために、ホームページ上で登録変更受付を
しています。会員情報は会員の皆さまへの会報や、お知らせをお届けするた
めの連絡先となるものです。情報が変更になった場合は速やかに変更をお願
いします。

同窓会ホームページ
　http://www.meikai.com/
　「会員登録情報変更」

不動産関連業のみならず不動産関連業以外の業種にも就業されている方の
情報交換・名刺交換の場です

開催日時：2019年２月15日（金）　19時30分〜21時30分
開催場所：プロント　イルバール　東京国際フォーラム店（Ｂ１Ｆ）
会費：男性3,000円　女性2,000円（同窓生のみ。家族は不可）

■お申込み方法
下記メールアドレスに必須項目４点を明記して送信ください
e-mail:r.kouryu2015@gmail.com
・タイトル「緑風会パーティー参加希望」
・必須事項　①氏名　②学籍番号（宛名ラベル参照）　
		  ③携帯電話 ④現在の職業
・締切日：2019年２月８日（金） 

※申し込み多数の場合、先着順とさせて頂きます

　詳細は同窓会HPをご参照ください。

■ ビジネス交流会開催予定

■ �引越しや結婚など、同窓会会員登録情報に変更はありま
せんか？

■ 緑風会（不動産学部支部同窓会）からパーティーのお知らせ 
〜緑風会から名刺交換会のお知らせを致します。他学部の方の参加も可能です〜

■ 「コミュニティサポート事業」
　〜同窓生の集まりに最大６万円の支援
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　本年は１年生11人を迎え、部員総勢27
人で恒例となった春季特別強化合宿を実
施。新入生を含む全員のレベルアップを
図った。ここ数年、女子の強化が進み、
2018年女子の目標設定は「春・秋関東学
生選手権女子レース（女子インカレ）の完
全制覇」と「女子インカレの優勝」、男子
含むチーム目標は「関東４位内」「全日本
学生女子ヨットレース（全日本女子インカ
レ）４位内入賞」という、高い目標設定と
はなったが、上昇機運の中、春インカレ本
番を迎えることになった。４月、学生にとっ
ては大学生活の一番重要な時期に、｢関東
学生春季ヨット選手権｣ が葉山沖で開催さ
れた。先陣を切って行われたのが女子イン
カレである。女子470級には19大学27チー
ム、スナイプ級には14大学18チームが出
場し、早稲田大学・日本大学・法政大学の
強豪校を破り、本学が470級優勝・スナイ

プ級優勝、併せて総合優勝と「春
女子インカレ完全制覇」を成し
遂げた。続く「関東学生ヨット選
手権大会団体戦」では、女子の
勢いをそのまま受け、470級で早
稲田大学に次ぐ２位・スナイプ級
６位・総合４位に入賞。春インカ
レは男女共に素晴らしい成果を
上げ、本学にとっては平成26年
以来の高成績となった。
　秋のインカレは春インカレの成績によ
り、本年もシード校として決勝からの出場
となった。台風が接近する中、レース初日
が勝負であると判断し、積極的に展開させ、
明海大学がレースを牽引する策をとった。
470級３レース実施・スナイプ級は２レー
スのみの実施で、２日目はノーレースと
なった。結果、470級２位・スナイプ級１位・
総合優勝と、“春秋の完全制覇”を成し遂げ、
９月愛知県蒲郡で開催された「全日本女子
インカレ」に駒を進めた。結果、470級７位・
スナイプ級２位、“総合準優勝”で2018年
のインカレを終えることができた。
　10月26日から11月５日にかけ、全日本
女子インカレと同会場（愛知県蒲郡海陽

ヨットハーバー）で全日本学生ヨット選手
権大会が開催された。折からの秋雨前線
の影響で風が安定せず、強風対策をして
いたチームにとってはかなり厳しい戦いと
なった。全国各水域の予選を突破してきた
24大学が各校の名誉をかけ熾烈な戦いを
繰り広げた。初日、本学は波に乗れず最悪
のスタートであったが、徐々に追い上げ、
470級５位・スナイプ級11位・“総合６位”
に入賞することができた。
　関東水域から８校出場した全日本インカ
レであるが、関東勢の中では、早稲田大学・
日本大学・慶應義塾大学・明海大学と４
番手の順位をキープできたことは特筆でき
る。	 （監督　國府田由隆）

編集／発行　明海大学浦安キャンパス同窓会　279-8550 千葉県浦安市明海１　
　　　　　　tel:047-355-5112   fax:047-355-2871

mail : info@meikai.com
http://www.meikai.com

お申し込みはこちらから→
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「
ち
ょ
う
ど
１
年
前
の
秋
、bayfm

を
聴
い
て
い

た
ら
『
あ
し
た
の
音
楽
』
と
い
う
番
組
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
を
作
る
企
画
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。“
夢

を
つ
か
も
う
”
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、「Catch 

the D
ream

」
と
い
う
曲
が
ち
ょ
う
ど
完
成
披
露

さ
れ
て
い
た
回
で
、
曲
を
聞
い
た
瞬
間
、
こ
れ
は

い
い
！  

と
直
感
的
に
感
じ
ま
し
た
」

　

楽
曲
に
共
感
し
た
北
原
会
長
は
仕
事
で
繫
り
の

あ
っ
たbayfm

の
方
に
連
絡
。
感
銘
を
受
け
た
旨

を
伝
え
た
。
す
る
と
偶
然
に
も
こ
の
番
組
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
で
あ
る
濱
二
秀
昭
氏
が
明
海
大
学
出
身

者
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
濱
二
氏
は

遡
る
こ
と
14
年
前
、
北
原
会
長
に
コ
ン
タ
ク
ト
を

取
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
母

校
に
関
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
目
に
し
た
濱

二
氏
は
、
母
校
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
、
自
宅
に
送
ら
れ
て
き
た
同
窓

会
報
に
連
絡
先
を
見
つ
け
事
務
局
に
連
絡
し
た
と

い
う
。
そ
の
時
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
に
会
え

ず
じ
ま
い
だ
っ
た
が
、
14
年
後
、
今
回
の
偶
然
を

き
っ
か
け
に
つ
い
に
２
人
は
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
「
番
組
内
で
ち
ょ
う
ど
“
夢
”
に
関
す
る
企
画
を

進
め
て
い
た
の
で
、
北
原
さ
ん
に
明
海
大
学
の
同

窓
会
会
長
と
い
う
立
場
で
番
組
に
出
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
同
窓
会
が

企
画
す
る
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
き
、
最
後
に
番
組
で
1
曲
作
ろ
う
と
い
う
話

に
な
っ
た
の
で
す
」

　

番
組
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
るShusui

さ

ん
と
曽
根
由
希
江
さ
ん
は
、
共
に
音
楽
活
動
を
行

う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
こ
れ
ま
で
も
番
組
内
で
曲
を

作
っ
て
き
た
が
、
今
回
、
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
理
解
し
た
上
で
「
あ
し
た
も
明
後
日

も
」
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
曲
を
書
き
下
ろ
し
て

く
れ
た
。
さ
ら
に
、
番
組
の
公
開
収
録
と
い
う
形

で
吹
奏
楽
部
と
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
と
の
共

演
が
決
ま
る
。
当
初
は
話
を
受
け
た
両
ク
ラ
ブ
の

部
員
た
ち
か
ら
、「
自
分
た
ち
の
演
奏
は
オ
ン
エ
ア

で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
い
」
と
出
演
を
躊
躇
す
る
声

も
上
が
っ
た
と
い
う
が
、
周
囲
の
後
押
し
や
、
な

に
よ
り
“
夢
”
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
っ
た
こ

と
で
、
全
員
が
同
じ
方
向
を
向
き
、
ひ
と
つ
に
な
っ

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
遂
す
る
事
が
で
き
た
。

　

明
海
祭
2
日
目
の
11
月
４
日
、つ
い
に
新
曲
「
あ

し
た
も
明
後
日
も
」
を
披
露
す
る
日
が
来
た
。
番

組
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
お
二
人
に
加
え
、
10
代

を
中
心
に
人
気
を

誇
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
井
上

苑
子
さ
ん
、
和
製

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ィ
ー
・

ワ
ン
ダ
ー
と
の
呼
び

声
も
高
い
弱
冠
14
歳
の
シ
ン
ガ
ー
わ
た
な
べ
ち
ひ

ろ
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
る
と
あ
っ
て
、
会
場
と

な
っ
た
30
周
年
記
念
館
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ホ
ー
ル

に
は
多
く
の
観
客
が
詰
め
か
け
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
コ
ラ
ボ
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
「Catch the D

ream

」。Shusui

さ
ん
と

曽
根
さ
ん
も
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
参
加
。
吹
奏
楽

部
部
員
と
共
に
明
る
く
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
ナ
ン
バ
ー

を
披
露
。
そ
の
後
は
ト
ー
ク
を
挟
み
な
が
ら
、
メ

ジ
ャ
ー
曲
メ
ド
レ
ー
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い

く
。
ゲ
ス
ト
の
井
上
苑
子
さ
ん
の
弾
き
語
り
、
わ

た
な
べ
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
力
強
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
会
場
が
沸
く
。
後
半
は
吹
奏
楽
部
に
代
わ
り

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
が
登
場
。
わ
た
な
べ
ち

ひ
ろ
さ
ん
と
の
共

演
に
よ
る
「
Ａ
列

車
で
行
こ
う
」
に

は
じ
ま
る
ジ
ャ
ズ

の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
メ

ド
レ
ー
で
会
場
の

一
体
感
は
ピ
ー
ク

に
。
そ
し
て
つ

い
に
、
こ
の
日
の
た
め
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
新
曲

「
あ
し
た
も
明
後
日
も
」
が
お
披
露
目
と
な
っ
た
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
サ
ウ
ン
ド
に
乗
せ
、
明
日
も
明

後
日
も
笑
っ
て
い
こ
う
と
い
う
想
い
が
奏
で
ら
れ

て
い
く
。
最
後
は
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
全
員
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
る「Catch the D
ream

」で
、

大
盛
り
上
が
り
の
公
開
収
録
は
終
了
し
た
。

　

ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
働
き
か
け
が
、
思
い

も
よ
ら
な
い
同
窓
の
輪
に
繋
が
り
、
広
が
っ
て
い

く
。
毎
年
卒
業
生
が
社
会
に
増
え
い
く
ほ
ど
に
、

こ
の
明
海
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
輪
と
繋
が
り
の
可
能
性

の
芽
は
確
実
に
大
き
く
な
っ
て
い
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
も
い
ま
一
度
、
ご
自
身

の
興
味
関
心
の
延
長
に
「
も
し
か
し
た
ら
明
海
大

学
の
繋
が
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
そ
ん
な
可

能
性
を
、
軽
い
気
持
ち
で
意
識
し
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
。
同
窓
生
一
人
ひ
と
り
の
こ
う
し
た
想

い
と
行
動
が
募
っ
て
い
け
ば
、M

EK
A
I

ブ
ラ
ン

ド
の
向
上
・
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
同
窓
会
の
使
命
は

必
ず
結
実
し
て
い
く
。
今
回
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
ま
さ
に
そ
ん
な
“
夢
”
を
現
実
に
変
え
て

い
く
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
企
画
と
な
っ
た
。

MEIKAIブランディングサポートプロジェクト

夢プロジェクト×bayfm「あしたの音楽」
〜オリジナル楽曲作成＋明海祭公開収録コラボレーション〜

同窓会では大学のブランディング強化を推進する“MEIKAIブランディングサ
ポートプロジェクト”を2017年より始動させている。今回その一環として、夢
プロジェクト×bayfmコラボレーションによる企画が本年度の明海祭で実現
した。始まりは北原淳同窓会会長が偶然耳にしたラジオ番組からだった。

　

明
海
祭
期
間
中
の
11
月
４
日
、「
夢
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
審
査
会
＆
報
告
会
」
が
開
か
れ
た
。
夢
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
夢
プ
ロ
）
は
、
学
生
の
夢
の
実

現
に
向
け
同
窓
会
が
上
限
１
０
０
万
円
の
資
金

援
助
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
学
生
自
身
の
成
長

の
み
な
ら
ず
明
海
大
学
自
体
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
も
寄
与
し
て
い
く
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
。

　

ま
ず
前
年
度
採
用
さ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
が
、
立
案
者
の
秦
絵
莉

香
さ
ん
（
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
学

部
４
年
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
彼
女
の
出
身

地
で
あ
る
大
分
県
玖
珠
町
は
、
人
口
減
で
７
つ

あ
っ
た
中
学
校
が
統
廃
合
、
新
設
さ
れ
る
１
校

に
ま
と
め
ら
れ
る
と
い
う
。
今
ま
さ
に
全
国
で

地
方
が
抱
え
る
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
た
だ
、

既
存
の
中
学
校
に
は
プ
ー
ル
が
一
つ
も
な
か
っ

た
が
、
新
設
校
に
は
立
派
な
プ
ー
ル
が
設
置
さ

れ
る
。
秦
さ
ん
は
こ
の
こ
と
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

と
ら
え
、
地
域
の
活
性
化
の
き
っ
か
け
に
し
よ

う
と
い
う
逆
転
の
発
想
に
よ
る
プ
ラ
ン
を
立
案
。

こ
の
「
プ
ー
ル
」
を
ハ
ブ
と
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
を
地
元
に
招
き
、

町
の
人
を
巻
き
込
み
交
流
し
て
い
く
中
で
、
住

民
・
町
と
し
て
の
一
体
感
を
向
上
さ
せ
、
地
域

の
活
性
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
で
あ

る
。

　

経
験
や
運
動
能
力
の
区
別
な
く
始
め
ら
れ
る

種
目
と
い
う
こ
と
で
、「
ダ
ン
ス
ス
イ
ミ
ン
グ
」

が
選
ば
れ
た
。
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
小
谷

実
可
子
さ
ん
や
岩
崎
恭
子
さ
ん
も
現
地
に
足
を

運
び
、
さ
ら
に
映
画
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
」

等
の
指
導
も
行
っ
た
不
破
央
さ
ん
が
メ
イ
ン
に

実
技
指
導
。
付
き
添
い
の
家
族
、
見
学
に
訪
れ

る
周
辺
住
民
、
自
治
体
ま
で
巻
き
込
み
、
活
動

の
輪
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
区
切
り
と
な
っ
た
発
表
会

は
大
成
功
を
収
め
、
そ
の
様
子
は
地
元
の
新
聞

３
紙
、
テ
レ
ビ
局
４
局
に
渡
り
大
き
く
と
り
あ

げ
ら
れ
た
。
し
か
し
秦
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
こ

ま
で
は
あ
く
ま
で
も
第
一
歩
。
こ
の
活
動
を
続

け
、
楽
し
く
健
康
に
過
ご
せ
る
故
郷
の
町
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。
彼
女
の
考
え

る
地
域
活
性
と
は
、
何
よ
り
継
続
し
て
町
の
人
々

の
心
を
結
び
続
け
て
い
く
活
動
な
の
だ
。

　

続
け
て
日
本
人
学
生
と
中
国
人
留
学
生
の
混

成
グ
ル
ー
プ
「
チ
ー
ム
・
ル
ー
キ
ー
」　

に
よ
る

今
年
度
の
プ
レ
ゼ
ン
。
留
学
生
と
し
て
部
屋
を

借
り
る
時
の
不
動
産
情
報
の
意
味
や
日
本
独
特

の
慣
習
、
役
所
で
の
手
続
き
の
難
解
さ
な
ど
、

来
日
し
て
直
面
す
る
場
面
で
本
当
に
役
立
つ
言

葉
の
学
習
を
、
ク
イ
ズ
な
ど
交
え
楽
し
く
勉
強

で
き
る
日
本
語
学
習
サ
イ
ト
（
ｗ
ｅ
ｂ
と
ア
プ

リ
で
展
開
）
で
実
現
し
よ
う
と
い
う
プ
ラ
ン
。

　

情
熱
の
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
好
印

象
も
、「
夢
」
や
「
創
り
た
い
も
の
」
に
具
体
性

が
乏
し
く
、
今
年
度
の
採
用
は
見
送
ら
れ
た
。

Contents 01-2
2018 夢プロジェクト

審査会＆報告会

パーソナリティーのShusui（左）さんと
曽根由希江さん（右）

明海大学OBで番組ディレクターの
濱二秀昭さん（経済学部７期）

わたなべちひろさん

井上苑子さん

プロジェクト報告を行う秦絵莉香さん

bayfm 78.0MHz「あしたの音楽」
毎週日曜日 20:30 ～ 20:57 放送中　パーソナリティー：Shusui ／曽根由希江
ashita@bayfm.co.jp ◇ SNS Twitter ＆ Facebook @ashitanoongaku
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経
済
学
部
支
部
サ
ポ
ー
ト
事
例

　

経
済
学
部
支
部
で
は
、
同
支
部
代
表
で
あ
る
鮫
島

伸
一
氏
が
中
心
と
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
明
海

大
学
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い

る
。
明
海
大
学
の
学
生
が
企
画
協
力
と
い
う
形
で
入

り
、
こ
れ
ま
で
３
つ
の
ゲ
ー
ム
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
成

功
さ
せ
て
き
た
。

　

２
０
１
７
年
５
月
に
実
施
し
た
サ
バ
イ
バ
ル
ホ
ラ
ー

ゲ
ー
ム
『
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
』
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
型
フ
ァ
ン
ラ
ン
イ
ベ
ン
ト
“BIO

H
A
ZA
RD
 

ZO
M
BIE RU

SH

”
で
は
、
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
企
画
会
議
の
段
階
か
ら
経
済
学
部
の

学
生
数
名
が
入
り
、
活
発
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

学
生
に
と
っ
て
良
い
経
験
に
な
っ
た
の
は
も
ち
ろ

ん
、
大
学
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
場
と
な
っ
た
。

BIO
H
A
ZA
RD
 ZO
M
BIE RU

SH

は
コ
ン
テ
ン
ツ

元
で
あ
る
ゲ
ー
ム
自
体
が
有
名
で
あ
っ
た
た
め
、
参

加
者
以
外
に
も
イ
ベ
ン
ト
Ｈ
Ｐ
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス

す
る
一
般
ユ
ー
ザ
ー
が
多
く
、“
企
画
協
力
：
明
海

大
学
”
と
い
う
関
係
性
が
広
く
認
知
さ
れ
た
。
同
様

に
、
２
０
１
８
年
９
月
に
実
施
し
た
ト
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
総
合
フ
ェ
ス
“
Ｔ
Ｃ
Ｇ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
”
で
も
、
チ
ケ
ッ
ト
に
“
企
画
協
力
：
明

海
大
学
”
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
表
記
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト

当
日
も
ス
テ
ー
ジ
で
大
学
の
名
前
を
出
す
な
ど
し
存

分
に
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
内
で
は
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
の
学
生
対
抗
戦
が
行
わ
れ
た
が
、
当
然
な

が
ら
明
海
大
学
チ
ー
ム
も
出
場
。
巷
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

の
存
在
感
が
増
す
昨
今
「
遊
び
と
言
え
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
の
よ
う
な
感
覚
で
行
わ
れ
て
い
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

の
分
野
で
名
を
知
ら
し
め
る
こ
と
は
、
十
分
な
大
学

の
認
知
度
向
上
に
つ
な
が
る
」
と
鮫
島
氏
は
語
る
。

　

さ
ら
に
今
年
の
明
海
祭
で
は
、
学
園
祭
実
行
委
員

会
と
企
業
が
タ
イ
ア
ッ
プ
。
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
の
イ
ベ
ン
ト
“
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
ア
カ
デ

ミ
ー
２
０
１
８
”
が
開
催
さ
れ
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は

他
大
学
横
断
で
展
開
し
て
い
る
も
の
だ
が
、
こ
う
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
大
学
で
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
「“
流

行
り
の
遊
び
に
協
力
的
で
、
面
白
い
こ
と
を
や
る
大

学
”
と
い
う
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
」
と
鮫
島
氏
。
今
後

も
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
分
野
か
ら
明
海
大
学

の
認
知
度
を
上
げ
る
企
画
を
仕
掛
け
て
い
く
と
い
う
。

不
動
産
学
部
支
部
（
緑
風
会
）
サ
ポ
ー
ト
事
例

　

不
動
産
学
部
支
部
で
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
に
あ
た
り
、
ま
ず
学
部
長
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
受
験
生
減
、
学
生
数

減
と
い
う
現
実
に
改
め
て
直
面
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
こ
で
同
支
部
で
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
訪

れ
る
来
場
者
を
増
や
し
、
最
終
的
に
は
不
動
産
学
部

を
志
望
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ
ま
で
を
目
標
に
掲
げ
、

大
学
選
び
に
迷
う
学
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
“
レ
ッ
ド

カ
ー
ペ
ッ
ト
大
作
戦
”
と
名
付
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
発
案
。
進
路
に
悩
む
学
生
に
寄
り
添
い
、
レ
ッ
ド

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
歩
い
て
い
る
か
の
ご
と
く
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
が
ネ
ー
ミ

ン
グ
の
由
来
だ
っ
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
チ
ラ
シ
、
特
設
サ
イ
ト
、

Ｐ
Ｒ
動
画
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
ノ
ベ
ル
テ
ィ
（
付
箋
）

の
４
つ
の
誘
引
ツ
ー
ル
を
作
成
し
、
将
来
に
つ
い
て

決
め
ら
れ
な
い
、
何
を
学
び
た
い
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
学
生
に
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
。
多
岐
に
渡
っ
た
分

野
を
学
べ
る
不
動
産
学
部
は
将
来
的
に
も
非
常
に
お

勧
め
だ
と
い
う
点
を
ア
ピ
ー
ル
。
高
校
訪
問
で
配
布

が
見
込
ま
れ
る
チ
ラ
シ
と
ノ
ベ
ル
テ
ィ
で
特
設
サ
イ

ト
へ
誘
導
、
サ
イ
ト
上
で
“
不
動
産
学
部
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
れ
ば
自
分
の
適
正
や
就
業
の

可
能
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
が
《
明
快
》
に
な
る
”
と
訴
え
た
。
作
成
さ
れ
た

誘
引
ツ
ー
ル
は
ど
れ
も
ユ
ニ
ー
ク
で
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
り
、
中
で
も
普
段
使
い
で
き
る
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
付

箋
は
評
判
が
良
い
。

　

付
箋
の
配
布
が
好
評
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
支

部
代
表
で
あ
る
小
畑
晶
也
氏
は
「
明
海
大
学
の
認
知

度
を
上
げ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
ひ
と
役

買
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

　

現
在
は
こ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
っ
て
種
を
ま

い
て
い
る
状
態
だ
が
、
今
後
は
情
報
発
信
の
目
玉
と

な
る
Ｐ
Ｒ
動
画
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
露
出
を
増
や
し
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
来
場
者
数
の
増
加
、
ひ
い
て
は

入
学
者
数
の
増
加
を
目
指
し
て
い
く
。

Contents 01-03

MEIKAIブランディングサポートプロジェクト
〜 同窓会各支部でのサポートプロジェクト事例 〜

「知人に入学を勧めたい、そして、自分の子供を入学させたい大学になって欲
しい」という同窓生共通の思いを「M. Aビジョン」と称し、同窓会活動の柱と
しているが、これを受け、新たに策定された「MEIKAIブランディングサポー
トプロジェクト」。前号の会報ではその全体概要をお伝えしたが、実際に各支
部での活動が始まっている。今回は経済学部、不動産学部各支部での実際の
活動の模様を各支部代表に伺った。

経済学部支部代表をつとめる鮫島伸一氏

不動産学部支部代表の小畑晶也氏（左）と小野文章副代表（右）

　明海祭期間中の11月４日、浦安キャン
パス同窓会ホームカミングデーが「ニュー
マリンズ」にて開催された。昨年までの
「同窓会パーティー」という呼称から、今
年新たに「ホームカミングデー」と名を
改めた。その名の通り卒業生が母校に帰
る日、まさに帰省のようなイベントとい
うわけで、卒業生だけでなく配偶者や子
どもたちまでが参加の対象となっており、
この日の来場者は200人超となった。
　平松健太郎同窓会副会長による司会で
パーティーは進行。毎年ながら若い大学
らしく参加者も若～中年層の現役世代が

多く、ざっくばらんな雰囲気。各テーブ
ルでは恩師の先生方も交え思い出話や互
いのビジネスの話で大いに盛り上がって
いたが、殊更にぎやかだったのがベビー
カーの乳幼児やママたちのグループ。こ
の風景も、若い本同窓会の特徴がよく表
れている。子どもたちは早くから両親の
母校の空気に触れ馴染んでいる様子で
あった。
　その中で、今年新たに行われた企画が
クイズ大会。会場に流れる映像を見なが
ら設問に答えていくもので、回答や当選
発表はなんとスマホのLINEによってリ

アルタイムに行っていくという趣向。司
会者の管理アカウントにどんどん寄せら
れる沢山の回答から、スマホのスクロー
ル機能を利用してルーレットのように当
選者が決められていく。スマートスピー
カーや学園祭で使えるチケットなど、素
敵な景品が当たるということで、この時
ばかりは参加者の方々はどなたも飲食の
手を止めクイズに集中。新たな企画も生
まれ例年以上に大いに盛り上がりを見せ
た「ホームカミングデー」となった。

Contents 02
alumni meeting

ホームカミングデー
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チ
ー
ム
誕
生

　

彼
女
た
ち
が
操
る
の
は
４
７
０
（
ヨ
ン
ナ
ナ
マ
ル
）

級
と
い
う
ク
ラ
ス
で
、
そ
の
名
の
通
り
全
長
４
７
０
セ

ン
チ
の
船
体
に
、
メ
イ
ン
セ
ー
ル
と
舵
取
り
を
担
当
す

る
「
ス
キ
ッ
パ
ー
」
と
、
船
の
傾
き
調
整
と
ジ
ブ
セ
ー

ル
の
操
作
を
担
当
す
る「
ク
ル
ー
」の
２
人
が
乗
り
組
む
。

２
人
の
体
力
の
み
な
ら
ず
、
な
に
よ
り
息
の
合
っ
た
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
そ
し
て
風
、
波
、
潮
を
読

む
頭
脳
プ
レ
ー
が
も
の
を
い
う
競
技
。
１
９
９
６
年
ア

ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
女
子
が
銀
メ
ダ
ル
、

２
０
０
４
年
ア
テ
ネ
で
は
男
子
が
銅
メ
ダ
ル
と
、
日
本

が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
唯
一
の
ク
ラ
ス
と

し
て
、
日
本
人
の
活
躍
が
最
も
期
待
さ
れ
る
セ
ー
リ
ン

グ
競
技
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
な
っ
て
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
統

合
さ
れ
た
結
果
、
ヨ
ッ
ト
競
技
で
は
な
く
セ
ー
リ
ン
グ

競
技
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

経
済
学
部
卒
の
林
優
季
選
手
は
、
在
学
中
か
ら
有
力

選
手
と
し
て
チ
ー
ム
の
活
動
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
が
、

卒
業
に
あ
た
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
選
手
と
し

て
大
き
な
障
害
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
メ

ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
比
し
て
、
社
会
人
選
手
と
し
て
活

動
を
続
け
ら
れ
る
環
境
は
な
か
な
か
整
わ
な
い
の
だ
。

こ
の
苦
境
を
打
開
す
る
た
め
、
大
学
と
同
窓
会
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
態
勢
を
と
っ
た
。
練
習
環
境
や
設
備
面
の
支

援
を
行
う
と
同
時
に
、
林
選
手
を
職
員
と
し
て
大
学
に

在
籍
さ
せ
、
さ
ら
に
も

う
ひ
と
り
、
本
種
目
の

有
力
選
手
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
た
立
命
館
大

学
の
西
代
周
選
手
を
、

同
じ
く
明
海
大
学
職
員

に
迎
え
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
こ
に
新
た
な
チ
ー
ム

が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

海
外
遠
征
＆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

卒
業
し
た
こ
と
で
國
府
田
監
督
が
率
い
る
大
学

の
ヨ
ッ
ト
部
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
國
府

田
監
督
の
紹
介
に
よ
り
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
７

位
入
賞
実
績
を
持
つ
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手

で
あ
る
松
永
鉄
也
氏
が
コ
ー
チ
に
就
任
。
チ
ー
ム

が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
体
制
が
整
っ
た
。

　

目
指
す
は
世
界
…
と
い
う
こ
と
で
、
海
外
で
の

主
要
大
会
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ
の
挑
戦
が
続
く
。

２
０
１
７
年
10
月
蒲
郡
大
会
、
２
０
１
８
年
２
月

マ
イ
ア
ミ
大
会
、
４
月
イ
エ
ー
ル
大
会
、
６
月
マ
ル

セ
イ
ユ
大
会
、
９
月
江
の
島
大
会
、
そ
し
て

２
０
１
８
年
８
月
に
は
４
年
に
一
度
開
か
れ
る

ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
（
オ
ラ
ン
ダ
）
に

も
出
場
と
、
経
験
と
実
績
を
積
み
上
げ
て
い
く
。

　

最
終
的
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
９
年
の
各
大
会
成
績
を
参
考
に
選
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
会
場
は
前
回
の
１
９
６
４
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
様
、
こ
こ
江
ノ
島
。
彼
女

た
ち
は
本
番
試
合
会
場
と
な
る
こ
の
海
で
、
コ
ー

チ
と
と
も
に
日
々
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け

て
い
る
。

コ
ー
チ
に
聞
く
２
人
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　

チ
ー
ム
の
様
子
を
コ
ー
チ
に
伺
う
と
「
ヨ
ッ
ト

の
チ
ー
ム
は
息
の
ぴ
っ
た
り
合
う
コ
ン
ビ
に
限
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
違
う
組
み
合
わ
せ
の
チ
ー

ム
が
好
結
果
を
生
む
こ
と
が
あ
る
。
一
般
に
ス
キ
ッ

パ
ー
が
艇
長
で
主
導
権
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
が
、

実
は
チ
ー
ム
ご
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
組
み
合
わ

せ
で
そ
の
関
係
性
は
様
々
。
こ
の
２
人
の
チ
ー
ム

は
ク
ル
ー
の
西
代
も
思
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
の

で
、
面
白
い
結
果
が
出
そ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

２
人
が
あ
ま
り
に
も
ぴ
っ
た
り
合
い
過
ぎ
る
と
［
１

＋
１
＝
２
］
と
い
う
単
純
な
足
し
算
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
が
、
違
っ
た
個
性
が
か
み
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
以
上
の
相
乗
効
果
と
可
能
性
が
広
が
る

と
い
う
事
は
、私
自
身
も
選
手
と
し
て
様
々
な
チ
ー

ム
を
見
て
実
感
し
て
き
た
」
と
の
こ
と
。

　

ヨ
ッ
ト
は
風
を
受
け
走
る
競
技
だ
が
、
集
団

で
走
る
の
で
位
置
に
よ
っ
て
ラ
イ
バ
ル
の
風
を

奪
う
…
と
い
う
戦
略
も
あ
る
。
ス
タ
ー
ト
で
い

か
に
い
い
位
置
に
つ
け
ラ
イ
バ
ル
の
進
出
を
食

い
止
め
る
か
な
ど
、
戦
略
的
な
駆
け
引
き
が
非

常
に
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
意
味

で
単
独
練
習
だ
け
で
な
く
、
何
艇
か
の
集
団
で

の
練
習
機
会
も
重
要
だ
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
シ

リ
ー
ズ
の
主
会
場
で
あ
り
、
２
０
２
０
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
本
会
場
と
な
る
江
ノ
島
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
に
は
、
数
多
の
チ
ー
ム
が
練
習
ベ
ー

ス
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
互
い
に
誘
い
合
っ

て
の
合
同
練
習
も
行
い
や
す
い
環
境
で
も
あ
る
。

　

チ
ー
ム
は
大
会
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
時
以
外
は
日

曜
日
も
含
め
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
練
習
を
行
っ
て

い
る
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
も
、
ひ
と
つ
江
ノ
島
へ
の

行
楽
が
て
ら
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
に
立
ち
寄
り
、

２
０
２
０
に
向
け
夢
を
追
い
か
け
る
後
輩
を
応
援

す
る
こ
と
で
、「
見
る
」
だ
け
で
な
く
「
共
に
参
加

す
る
」
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
し
て
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

目
印
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
指
定
強
化
選
手
の
証
で

あ
る
セ
ー
ル
の
日
の
丸
に
「M

EIK
A
I

」
と
大
学

ロ
ゴ
の
入
っ
た
ヨ
ッ
ト
、
そ
し
て
何
よ
り
、
真
摯
に

夢
を
追
う
２
人
の
姿
だ
。
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口腔保健のプロフェッショナルへ

強豪として知られる明海大学体育会ヨット部は、國府田由隆監
督指導の下、今年度も「関東学生ヨット春季選手権大会女子レー
ス」で470級・スナイプ級両クラス１位で総合優勝を果たすな
ど、相変わらずの快進撃を続けている。そのヨット部出身の選手
で、来たる2020年東京オリンピックをターゲットに練習を重
ねている明海大学女子ヨットチームを、神奈川県の江の島ヨッ
トハーバーに訪ねた。

明海から世界の海を目指す
─明海大学女子ヨットチームの挑戦─

Contents 03

　

２
０
１
９
年
４
月
、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
に
14
年
ぶ
り
と
な

る
新
学
部
「
保
健
医
療
学
部
口
腔
保
健
学
科
」
が
誕
生
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
大
の
特
徴
は
４
年
制
大
学
に
お
け
る

歯
科
衛
生
士
養
成
課
程
で
あ
り
、
東
日
本
の
私
立
大
学
で

は
初
の
ケ
ー
ス
と
な
る
。

　

超
高
齢
社
会
、
平
均
寿
命
の
伸
長
、
さ
ら
に
は
健
康
志

向
の
高
ま
り
の
中
に
お
い
て
、
歯
・
口
腔
分
野
は
従
来
の
治

療
医
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
予
防
医
学
が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ

れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
歯
・
口
腔
と
全
身
の
健

康
の
因
果
関
係
に
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
り
、
健
康
増
進
の

観
点
か
ら
も
歯
科
疾
患
の
予
防
お
よ
び
口
腔
衛
生
の
向
上

を
担
う
歯
科
衛
生
士
の
ニ
ー
ズ
は
大
い
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
平
成
28
年
度
の
歯
科
衛
生

士
の
全
国
求
人
倍
率
は
過
去
最
高
の
20
・５
倍
で
、
年
々
増

加
す
る
需
要
に
対
し
て
歯
科
衛
生
士
の
育
成
が
追
い
つ
い
て

い
な
い
こ
と
が
現
状
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
東
日
本
で
歯
科
衛
生
士
養
成
に
係
る
学
部
学
科

等
を
設
置
し
て
い
る
大
学
は
、国
公
立
の
３
校
の
み
で
あ
り
、

歯
科
衛
生
士
の
養
成
は
、
専
門
学
校
や
短
期
大
学
を
卒
業

し
て
国
家
試
験
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
に

な
っ
て
く
る
歯
・
口
腔
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
養

成
、
さ
ら
に
は
当
該
分
野
の
多
様
化
・
高
度
化
を
見
据
え

た
教
育
研
究
を
目
的
と
す
る
４
年
制
の
「
保
健
医
療
学
部

口
腔
保
健
学
科
」
を
開
設
す
る
。

Contents 04
2019年４月

保健医療学部誕生

松永 鉄也（まつなが・てつや）

同志社大学卒
北京五輪ヨット男子470級７位入賞
株式会社グッドヘルム代表取締役

林　優希（はやし・ゆうき）

明海大学卒
セーリング日本代表強化選手
明海大学職員

西代　周（にしだい・ちか）

立命館大学卒
セーリング日本代表強化選手
明海大学職員
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日本語学科支部

10周年とこれから
代表　升谷旭杜

　11月４日に行った今回の日本語学科支部の同窓会は10周年目
の節目でした。前代表、前々代表にお言葉を頂戴し、10年とい
う時の重みを実感しております。
　日本語学科支部では、毎年同窓生が集まる同窓会パーティー
を行っています。同窓生が年に一度集まり、旧交を温める場を
作れるように、準備、実行をしています。
　また、昨年度には同窓生のメーリングリストを作成し、日本
語学科支部の情報をダイレクトに届けることができました。今後
の日本語学科支部としては、同窓会パーティーだけでなく、同
窓生と現役学生の交流ができるようなイベントを企画実行して
いきます。
　日本語学科メーリングリストに登録していない方はnihongo.
meikai@gmail.comまでご連絡を！！！

経済学部支部

同窓会の存在意義と役割を考えたい
代表　鮫島伸一

　経済学部支部では、昨年度に続き、大学ＰＲに繋がる活動を、
大学や学生と協力して、産学連携プロジェクトとして推進致しま
した。詳細は、別紙経済学部支部会報をご覧ください。
　また今年度より、ホームページ上での卒業生の仕事紹介企画を
進める予定です。ユニークな仕事をしている方、インタビューOK
の方、是非、ご協力をお願い致します！ 経済学部支部も８年目を
迎え、１期生も50歳前後になり、社会の中での役割も、みな重要に
なってきていると思います。次の世代に何が残せるか、何を残す
べきか、そんな視点で今後も活動をしていきたいと思っています。

明英（英米語学科支部）

懇親パーティー報告
代表　川部　翔

　今年度も恒例の懇親パーティーを６月23日に、ホテルエミオ
ン東京ベイにて行いました。今回は名誉教授の小池生夫先生よ
りご講演をいただきました。お話を通して、明海大学の英米語
学科が、先生方を中心に、日本の英語教育200年の大きな流れ
の中でどのようなことを取り組まれたのか、ということ再確認
することができました。卒業生として、大学時代に学んだこと
をより深めながら、最新の事柄についても積極的に学び続ける
ことの重要性も痛感しました。
　今年度も終わりに向かってまいりますが、２月には恒例の教育
セミナーを実施します。会員の皆さまの学びにつながるよう、理
事一同で運営をしてまいります。引き続き、ご支援のほどをよろ
しくお願い申し上げます。

緑風会（不動産学部支部）

Wakka（ワッカ）はじめました！
代表　小畑昌也

　緑風会では、同窓会活動に特化したＳＮＳサイト「Wakka」の
試験的導入を開始しました。
　本サイトは、笑屋株式会社が運営するコミュニティサイトで、
各種イベントの出欠管理に留まらず、登録した卒業生同士の交流
やビジネス情報の交換に効果的なＳＮＳ仕様となっています。既
に他大学や明海大学歯学部でも本格的に導入され、交流の促進に
繋がったと大変好評を得ているコミュニケーションツールです。
　卒業生限定のＳＮＳになりますので、ご興味のある方は、①
Wakka登録希望の旨と、②学籍番号（若しくは卒業年度）、③氏
名を明記の上、下記にある交流委員会アドレスまでメール頂けれ
ば登録方法をご案内します。他学部の卒業生でもＯＫです。皆さ
まのご参加を心よりお待ちしております！
緑風会交流委員会アドレス：r.kouryu2015@gmail.com
Wakka HP　https://wakka.io/about/
緑風会HP  http://www.meikai-rea.jp/ 『明海 緑風会』で検索

中国語学科支部

今年の懇親会は２月10日
代表　川島信一

　今年度もオープンキャンパスへの役員派遣、HSK補助と懇親
会の３つの事業を行っております。
毎年旧正月の時期に行う懇親会ですが、今年度は2019年２月10
日12：30からに決まりました。
　卒業生同士のコミュニケーションにお役立てください。詳細
はハガキにてご案内いたします。

明翔会（ホスピタリティ・ツーリズム学部支部）

10周年記念パーティーを開催します
代表　鈴木　香

　明翔会も皆さまのお陰で10周年を迎えることが出来ました。記
念のパーティーを2019年２月に開催致します。盛大なパーティー
を企画していますので、学生時代を思い出しながら楽しく集まり
ませんか？　近況報告の場としても最適です。１人でも多くのご
参加をお待ちしています。参加のご連絡は招待状より、または
SNSにてよろしくお願いいたします。
　また、昨年に引き続き卒業生インタビューもFacebookに掲載
しています。今年はInstagramとTwitterも連動させましたので、

皆さまの使いや
すいツールで
是非ご覧くださ
い。
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支部レポート
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い
よ
い
よ
平
成
も
来
年
で
終
わ
り
を
告
げ
、
新

た
な
時
代
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
私
が
本
学

の
経
済
学
部
に
赴
任
し
た
の
も
ち
ょ
う
ど
昭
和

か
ら
平
成
に
移
っ
た
時
期
で
、
ま
た
時
の
潮
目
に

遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
平
成
元
年

（
１
９
８
９
年
）
か
ら
30
年
務
め
て
き
た
が
、
こ
れ

を
機
に
、
少
し
赴
任
当
時
の
本
学
の
状
況
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　

当
時
の
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
前
年
（
１
９
８
８

年
）
に
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
当
然
学
生
数
は

少
な
く
、
浪
人
を
経
験
し
た
学
生
も
結
構
在
籍
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
そ
う
し
た
学
生
達
に
と
っ

て
は
比
較
的
年
齢
の
近
い
若
手
教
員
の
一
人
と
し

て
、
私
自
身
、
彼
ら
と
和
気
あ
い
あ
い
の
ム
ー
ド

の
中
で
新
し
い
大
学
造
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
た

よ
う
に
思
う
。
学
生
達
も
同
様
の
自
負
を
共
有
し
、

勉
学
や
部
活
・
サ
ー
ク
ル
立
ち
上
げ
に
積
極
的
で
、

思
い
起
こ
せ
ば
、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に
な

り
得
る
優
秀
な
人
材
が
多
々
見
受
け
ら
れ
た
。
現

に
、
今
年
（
２
０
１
８
年
）
に
は
、
ゼ
ミ
３
期
生

の
Ｏ
Ｂ
が
東
証
２
部
上
場
企
業
の
新
社
長
に
選
任

さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
そ
の
思
い
を
強
く
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

あ
れ
か
ら
30
年
。
今
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
が
、
当
初
は
管
理
・
研
究
棟
４
Ｆ
の
研
究
室

か
ら
海
の
景
色
が
眺
め
ら
れ
、
の
ど
か
さ
を
感
じ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
現
在
で
は
近
隣
に
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並

び
、
か
つ
て
の
面
影
は
一
変
し
た
。
同
時
に
、
世

の
中
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
（Internet of things

）、
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ
）、
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
と
い
う
３
つ
の
要
素

を
駆
使
し
た
『
第
４
次
産
業
革
命
』
と
も
呼
ば
れ

る
新
た
な
時
代
に
入
り
、
時
代
の
流
れ
が
急
速
化

し
て
い
る
。

　

大
学
は
、
そ
の
時
代
の
波
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ

う
つ
ね
に
人
材
育
成
と
学
生
の
教
育
の
質
の
保
証

を
世
に
問
わ
れ
、
本
学
（
経
済
学
部
）
も
例
外
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
学
内
で
は
２
０
１
５
年
か

ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
制
の
採
用
（
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
コ
ー
ス
と
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
コ
ー
ス
）
と
２
年
次

か
ら
３
年
次
へ
の
進
級
要
件
を
設
け
て
い
る
。
２

年
次
ま
で
の
資
格
取
得
（
経
済
学
検
定
Ｂ
レ
ベ
ル

以
上
ま
た
は
日
商
簿
記
２
級
レ
ベ
ル
以
上
）
を
学

生
に
奨
励
し
、
基
礎
学
力
の
向
上
を
目
指
す
。
経

済
学
部
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
際
立
さ
せ
他
大
学

と
の
違
い
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
、
正
に
正
念
場
で

あ
る
。

　

学
外
で
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
諸
君
の
活
躍
が
大
学
の

評
価
に
繋
が
る
。
時
の
変
わ
り
目
を
転
機
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
大
い
に
羽
ば
た
き
、
人
生
を
謳
歌
し

な
が
ら
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
。

message

恩師からのたより

Contents 06

経済学部教授  中嶋 隆一

セキュリティの関係上、ホームページには公開致しません。
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【明海大ＯＢウィナーズ】 参加人数：22人

　浦安市春季市民体育大会ソフトボール
競技へ参加。

【北村オヤジの会】 参加人数：30人

　2000〜 2001年度卒業生からなる、ＢＢ
Ｑ同好会。毎年浦安市総合公園にてＢＢＱ
を行なっています。

　陸上競技部は、同窓会の皆さま、教育後
援会及び大学関係者の皆さまのご支援の
下で、体育会に所属し、２年目を迎えまし
た。今年４月からは藤巻理奈コーチをスタッ
フに加え、新たな体制でスタートしました。
５月の関東インカレでは男子走幅跳・女子

400ｍ・女子ハンマー投の３種目で８位入
賞、６月の日本学生個人では女子400ｍ・
女子ハンマー投に出場、女子400ｍでは４
位入賞を果たしました。９月の日本インカレ
では女子400ｍ・女子ハンマー投に出場し、
女子ハンマー投では予選14位（予選12位
までが決勝進出）と決勝進出まであと一歩
のところまで行くことができました。10月の
Ｕ20／Ｕ18日本陸上競技選手権Ｕ20女子
ハンマー投に出場し８位と８cm差の９位と
いう結果でした。全体的に昨年度より成績
を上げることができましたが、今年の冬は

更なる飛躍を求め、トレーニングに励みま
す。体育会長をはじめ大学関係者の皆さま、
陸上競技部OB・OG皆さまのご声援に応え
られる様に、これからも頑張って行きます
ので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い
致します。	  （監督　川幡俊行）

正照さん（２期生）でした。エンブレムの
デザインは、当時、購買で販売されていた
本学オリジナルグラスにデザインされてい
たマークを元に、日本リーグの強豪「読売
クラブ」のエンブレムを参考にして作成さ
れたそうです。ユニフォームのメーカーも、
最初はプーマ・アンブロ・ミズノ・そして
現在のアディダスと、時代によって刻々と
変化していきましたが、このエンブレムだ
けはどの時代も変わらぬ素材・デザイン・
大きさでユニフォームの胸に必ず刻まれて
きました。吉川さんは「エンブレムの制作
に携わった者として、これだけ長い期間使
用していただき光栄です。これからもずっ
と後輩たちに受け繋いでもらえたらと思っ
ています。また、創部以来の悲願である関

東大学サッカーリーグのステージで、この
エンブレムを身につけた選手・スタッフが
躍動する姿を観せてくれることを楽しみに
しています」とおっしゃっていました。エン
ブレムにはサッカー部OB・OGや大学関係
者の皆さまのそういった願いが込められて
いることを切に感じながら、創部以来の悲
願達成に向けて邁進していきたいと思って
おります。	 （監督　八津川義廣）

　今年度は１年生１人の入部があり部員は
６人、昨年からのメンバーも残り、経験や
実績を備えたチームでスタートとなりまし
た。４月に行われた個人戦では、本戦に出
場して勝ち進み、全日本大学テニス選手権

　空手道部は、同窓会の皆さまをはじめ、
教育後援会及び大学のご支援のもとで、体
育会に所属して12年目を迎えました。今年
度は男子主将大塚虹希・女子主将伊藤瑞
姫（ともに経済学科４年）を中心に、昨年

へ出場が決ま
りました。女
子硬式庭球部
と し て14年
ぶりの快挙と
なりました。本戦出場へあと１勝と迫る選
手も増え、手応えを感じリーグ戦へ臨みま
した。リーグ戦予選では日本女子大学を下
し、本戦進出。本戦１回戦で成蹊大学に３
−４で敗戦し昇格の道が途絶えてしまいま
した。OB・OGの皆さま、ご父母の皆さま、
応援に駆けつけていただき感謝いたしま
す。毎年、学生の成長を楽しみに観戦して
いただきありがとうございます。
　来年こそは、関東大学テニスリーグ４部
昇格ができるよう、各自が目標を持って１
年間頑張っていきたいと思います。

（コーチ　小泉順一）

度の成績を上回ることを目指し、総勢36人
（男子部員27人・女子部員９人）が精神面・
技術面等の強化を図り、日夜稽古に励ん
で来ました。しかし、今年度の成績は、昨
年度を上回るような成績を残すことができ
ず、非常に悔しい１年となってしまいまし
た。しかし、チームの雰囲気は年々良くなっ
てきています。次年度に向け新チーム体制
となり、より一層チーム力の向上と精神面・
体力面、技術面等を強化し、個人戦・団体
戦ともに今まで以上に良い成績を残せるよ
う精進いたしますので、今後ともご指導ご
鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
	 （監督　上田　航）

　５月12日、浦安キャンパスにおいて、
2018年度同窓会代議員会が開催され、代議
員41人と教職員15人が出席した。北原淳
同窓会会長と安井利一学長の挨拶の後、同
窓会の事業報告や決算報告、新役員の選出、
新年度事業計画、予算案などが審議、承認
された。2018年度会長には、引続き北原会
長が再任された。
　また、ブランディングサポートプロジェク
トの進捗状況について報告があった。
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在学生・教職員合同で活発な議論
　９月５日と６日の２日間、群馬県渋川市の
伊香保温泉で浦安キャンパス学友会サマー
キャンプが実施された。これは日本人学生、
外国人留学生、教職員等が互いの連帯感
と本学への帰属意識を深め、ともに本学を
発展させることを目的に毎年実施されてい
るもので、学生・教職員ら約140人、また、
同窓会からは、升谷旭杜理事が参加した。
今年は「つながり」をメインテーマに、１日

目に分科会、２日目に報告会が行われた。
　分科会では少人数のグループで「課外活
動の活性化について」「学年交流について」
「明海大学の魅力について」の３つのテー
マに分かれて意見交換を行い、それぞれ
のテーマに基づく企画の検討と企画を告知
するポスターの作成を行った。その後の懇
親会では、夕食をとりながら、学生、教職
員の垣根を越えて親睦を深めた。報告会で
はテーマ別に発表が行われ、各班で考えた
テーマに基づく企画が提案された。中には、
来年度の学園祭で実施してみたいとの意見
が出るなど、具体的な動きが見込まれるも
のもあった。
　参加した学生からは、「普段交流する
機会の少ない外国人留学生、他学科の学

生、教職員と話すことができる貴重な機会
となった」「さまざまな視点からの意見を聞
くことができ、とても有意義だった」「明海
大学の『つながり』を深めることができた。
また来年も参加したい」といった感想が聞
かれ、どの学生も充実した２日間を過ごし
た様子がうかがえた。
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　明海祭で展示発表を行っている文化団
体の活動目標となれるようにと始めた「文
化団体表彰」の発表＆表彰式が、明海祭
最終日の11月４日に行われた。
　最優秀賞には今年も茶道部が選ばれた。
展示と実演場所を分け、それぞれの箇所
での説明等に評価が集まった。
　また、優秀賞にはホスピタリティ・ツー

リズム学部ホ
スピタリティ・
ツーリズム学
科、同窓会賞
にはMemories
が選ばれた。
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活発な議論が交わされた分科会

　サッカー部は今年で創部31年目を迎えま
した。OB・OGの皆さまには馴染み深いサッ
カー部のエンブレムですが、由来や経緯は
ご存知でしょうか？ 1991年に千葉県大学
サッカーリーグに正式に参戦が決まり、そ
れに合わせてユニフォームを新調し、エン
ブレムを作成してくださったのがOBの吉川 2018年最終節を勝利で終えた４年生たち
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　学校法人明海大学は株式会社姫路ヴィ
クトリーナと連携し、2019年４月に女子バ
レーボール部を設立することになった。
　設立に先立ち、2018年７月24日、明海
大学とプロバレーボールチームのヴィクト
リーナ姫路は、ともに協力して、地域にお
ける学術、文化、スポーツの活動を通じて、

有為な人材の育成とより豊かな地域社会の
発展に寄与することを目的とし、連携協力

協定を締結した。
　ヴィクトリーナ姫路は、全日
本代表女子バレーボールチーム
の前監督である眞鍋政義氏が取
締役ゼネラルマネージャーを務
めるチームで、関東初の「ヴィ
クトリーナ姫路連携チーム」と
なる明海大学女子バレーボール
部の強化方針を策定する。
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本学客員教授に就任した眞鍋政義取締役ゼネラル
マネージャー（右）

Contents 11

topics
コミュニティサポート事業

Contents 16

club
陸上競技部


